
この度の妹様の訃報を知り、心よりお悔やみ申しあげます。
度々サンフランシスコまで行かれて手厚い看護をされておりましたのに、本当に
    悲 しい結果になってしまって・・・。深い悲しみと、空しさと、力落としの中にお
られることとお察しします。
ホームページ読ませていただいています。すばらしい人生を送られていたのですね。
本当にもっと活躍していただきたかったです。でもお姉様たちに見守られて最後まで
お幸せな人生だったと思います。
どうぞお身体、おいとい下さいませ。

山内哲子


